


帯状疱疹は小児期に罹患した水痘ワクチンが神経根に残り、加齢や薬剤によ
り免疫機能が低下した際に出現します。
通常、神経に沿って水泡が出現しますので左右どちらか片側性で神経に沿っ
て（胸腹部なら横に手足なら上下に）出現します。
眼に感染すると失明の危険性があり、顔面神経麻痺、難聴を呈することもあ
ります。
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小児期に水痘に罹患すると神経節にウイルスが潜伏します。水痘に罹患する
とウイルスに対する抗体ができるため、一度、水痘に罹患すると再度、発症
することはありません。しかし、水痘のウイルスは神経節にとどまり潜伏期
間に入ります。その後、高齢になったり、免疫抑制治療を受けたりするとウ
イルスが再活性化して帯状疱疹を発症します。
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帯状疱疹の発生数は小児に対する水痘ワクチンの定期接種が2014年より開始
された後、急激に増加しています。
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帯状疱疹の年代別発症率をみてみますと、50代以降急激に増加してるのが判
ります。
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帯状疱疹発症のリスク因子をみてみますと、高齢者、グルココルチコイド
（プレドニゾロン®）服用患者、そしてアジア人に多いことが判ります。
なぜアジア人に多いのかは現時点ではわかっておりません。
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各国での帯状疱疹発現率を示しています。
アジア、特に日本と韓国で高い発現率を示しています。
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過去に帯状疱疹に罹患したRA患者は日本人でも日本人以外でも罹患したこと
のないRA患者より高頻度に帯状疱疹の発生があります。
つまり、帯状疱疹に一度、罹患すると再度、感染する危険が高いということ
です。
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帯状疱疹後の神経痛は一部の患者さんでは長期間に渡って神経痛をもたらし、
患者さんを苦しめることになります。
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帯状疱疹に罹患した後、帯状疱疹後神経痛に罹患する割合は年齢が高くなる
にしたがって増加します。
５０歳以上では１９.７％、８０歳以上では３２.９％が帯状疱疹後神経痛に移
行しました。
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関節リウマチ治療薬の生物学的製剤、JAK阻害薬投与における帯状疱疹発生率
をみてみますと、アダリムマブと比較してJAK阻害薬であるトファシチニブが
2.01倍の発生率を示しています。他の生物学的製剤はほぼ、アダリムマブと
同程度の発生率でした。
トファシチニブ以外のJAK阻害薬でも帯状疱疹が高頻度に発生することが知ら
れています。
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帯状疱疹に罹患されますと様々な合併症がみられます。
無菌性髄膜炎による生命危機、眼疾患による失明の危機、ラムゼイ　ハント
症候群、ベル麻痺による顔面神経麻痺、聴力障害など重篤な合併症が帯状疱
疹後神経痛以外にも生じることがあります。
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帯状疱疹ワクチンは2種類があります。水痘生ワクチンとサブユニットワクチ
ンです。
サブユニットワクチンは、関節リウマチなど免疫抑制作用のある患者にも接
種が可能で有効率が高いワクチンです。しかし、2回接種が必要で自治体の補
助がないところでは高い接種費用が必要です。また、発熱，関節痛などの副
反応もあります。
メトトレキサートなどの免疫抑制剤、生物学的製剤、JAK阻害薬など免疫を抑
制する治療薬を受けているかたは、帯状疱疹に罹患しやすくなっています。
石川県内の自治体でもワクチン接種の一部助成する自治体が増えております。
一度、問い合わせしてください。
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帯状疱疹ワクチンシングリックス®は２か月以上の間隔をあけて２回、筋肉注
射をします。
サブユニットワクチンなので副作用の発生頻度が多いですが、局所反応とし
ては注射部位の疼痛、発赤、腫脹が2,3日持続します。頻度は低いですが、全
身症状として筋肉痛、疲労感、頭痛、悪寒、発熱などが1,2日出現することが
あります。
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シングリックスの有効性は50歳以上で97.2％、50最上のいずれの年齢層にお
いても、帯状疱疹予防効果を示しています。
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シングリックスはプラセボ群に比べて、帯状疱疹発症例数も帯状疱疹後神経
痛（PHN）発症も大幅に予防しています。
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シングリックス�の2回ワクチン注射による帯状疱疹予防効果を年次的に追跡
しています。
結果は予防接種後10年を経ても73.2％の予防効果を認めておりました。
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JAK阻害薬、生物学的製剤を使用中にシングリックス®を投与しても対照群と
同等の抗体価の上昇をみました。
また、シングリックス®投与後の関節リウマチの悪化も認めておりません。
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帯状疱疹ワクチンの助成制度は各自治体で行われています。今、私が捕まえ
ている情報はスライドのごとくです。他の市町村に住まわれている方は、一
度、問い合わせてください。
また、申請方法も異なりますので問合わせをお願いいたします。
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